
  
・本学と名古屋市教育委員会は、相互の人的・知的資源の交流・活用の促進を通じ、高校教

育・大学教育の活性化及び生涯学習等の一層の推進を図ることを目的に平成 26 年に連携協力

協定を締結し、さまざまな連携活動を実施しています。 

・この連携活動の主たるものとして、人間文化研究科に所属する心理学、社会福祉学及び教育

学専門の教員が、「なごや子ども応援委員会」の人材育成等をバックアップする事業を継続し

て行っています。 
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なごや子ども応援委員会との連携協力 

名古屋市との連携 平成 28 年３月 22 日作成 
令和 ６年３月 31 日更新 

代 表 者 人間文化研究科 教授 久保田健市 

連 絡 先 kubota@hum.nagoya-cu.ac.jp 

ポイント 名古屋市教育委員会 連携・協力者 人間文化研究科教員の専門性を活か

した実践的で先進的な取組です 

１ 概要 

 

・令和３年度「ナゴヤ子ども応援大綱」が「理

念」を反映したものに改正されました。本年度は

昨年度に引き続き、名古屋市教育委員会、名古屋

市教育センター、名古屋市校長会との連携のも

と、「一人ひとりの人生の基盤としての理念」が

教育現場で活用され浸透していくように努めまし

た。その一端として、教育センターで行われた初

任者研修会で昨年度作成した動画を紹介しまし

た。 

・「学校援助職の活動と課題についての調査」、

並びに「子ども応援委員会に対する生徒・保護

者・教員の認知度の分析」をテーマとする研究委

託を受け、報告書をまとめました。 

 
・「一人ひとりの人生の基盤としての理念」が教育現場で活用され浸透していくように、名古

屋市教育委員会と連携してつくった動画を活用した指導例を作成し、名古屋市立小中学校長

会、教務主任者会で紹介したところ、さっそく校内で活用していただいた学校もありました。 
・研修を通じて、子ども応援委員会所属のスタッフの質の向上に貢献しました。 

ナゴヤ子ども応援大綱 

３ 成果 

２ 活動内容 


